（様式３）
合流式下水道緊急改善事業　事後評価シート
評価実施年月：令和8年3月
	１．対象事業
	鳥羽処理区

	２．実施主体名称
	京都市

	３．計画期間
	平成17年度～平成35年度（令和5年度）

	４．対象事業の進捗状況
	

	　京都市合流式下水道緊急改善計画に基づき、以下の対策を実施した。
　①汚濁負荷量の削減(分流式下水道並み)：雨水貯留施設、遮集管の整備
　②公衆衛生上の安全確保(未処理放流回数の半減)：雨水貯留施設、遮集管の整備
　③きょう雑物の削減：雨水吐(66箇所)にてスクリーンや水面制御装置の設置　等

	５．目標の達成状況と達成の見通し
	

	
	改善項目
	改善目標
	対策後

	①汚濁負荷量の削減
（分流式下水道並み）
	 1,714 t/年
	 1,712t/年

	②公衆衛生上の安全確保
（未処理放流回数の半減）
	4,983回/年
	4,027回/年

	③きょう雑物の削減
（スクリーンの設置　等）
	66箇所対策
（合流区域の全ての吐口）
	66箇所対策済
（合流区域の全ての吐口）


　緊急改善計画を基に事業を実施し、改善目標を達成している。

	６．対象事業の整備効果の発現状況等
	

	
・モニタリングの結果、平成26年度頃からBODが減少しており、改善傾向が見られる。
・対策施設の整備完了後は、下水道法施行令における雨天時放流水質の基準値BOD 40mg/L以下を達成している。
　雨天時放流水質BOD測定結果：26mg/L（令和6年10月）、33mg/L（令和7年10月）

	７．事業の効率化に関する取り組み状況
	

	・汚濁対策について、鳥羽水環境保全センター及び吉祥院支所の既設水処理施設を雨水滞水池に転用することで事業の効率化を図った。
・きょう雑物対策について、施工性及び維持管理性に優れる水面制御装置を積極的に導入し、事業の効率化を図った。

	８．今後の方針
	

	・これまで整備した合流改善施設が継続的に能力を発揮できるよう、適切な維持管理と運用を行う。
・水質基準を遵守するため、水質モニタリングを継続的に実施し、対策効果の発現状況を確認する。




（様式３）
合流式下水道緊急改善事業　事後評価シート
評価実施年月：令和8年3月
	１．対象事業
	伏見処理区

	２．実施主体名称
	京都市

	３．計画期間
	平成17年度～平成35年度（令和5年度）

	４．対象事業の進捗状況
	

	　京都市合流式下水道緊急改善計画に基づき、以下の対策を実施した。
①汚濁負荷量の削減（分流式下水道並み）：雨水貯留施設、遮集管、簡易水処理施設の整備
　②公衆衛生上の安全確保（未処理放流回数の半減）：雨水貯留施設、遮集管の整備
　③きょう雑物の削減：雨水吐(21箇所)にてスクリーンや水面制御装置の設置　等

	５．目標の達成状況と達成の見通し
	

	
	改善項目
	改善目標
	対策後

	①汚濁負荷量の削減
（分流式下水道並み）
	 266 t/年
	 261 t/年

	②公衆衛生上の安全確保
（未処理放流回数の半減）
	636回/年
	600回/年

	③きょう雑物の削減
（スクリーンの設置　等）
	21箇所対策
（合流区域の全ての吐口）
	21箇所対策済
（合流区域の全ての吐口）


　緊急改善計画を基に事業を実施し、改善目標を達成している。

	６．対象事業の整備効果の発現状況等
	

	
・モニタリングの結果、平成26年度頃からBODが減少しており、改善傾向が見られる。
・対策施設の整備完了後は、下水道法施行令における雨天時放流水質の基準値BOD 40mg/L以下を達成している。
　　雨天時放流水質BOD測定結果：36mg/L（令和6年10月）、36mg/L（令和7年7月）

	７．事業の効率化に関する取り組み状況
	

	・伏見水環境保全センターにおいて、簡易水処理施設（雨天時下水道高速ろ過システム）を導入することで事業の効率化を図った。
・きょう雑物対策について、施工性及び維持管理性に優れる水面制御装置を積極的に導入し、事業の効率化を図った。

	８．今後の方針
	

	・これまで整備した合流改善施設が継続的に能力を発揮できるよう、適切な維持管理と運用を行う。
・水質基準を遵守するため、水質モニタリングを継続的に実施し、対策効果の発現状況を確認する。



